
                            会       報                   

Liberty Intelligence Our Nation’s Safety 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

２０１０．７ 月 第１４４回例会  ライオンズクエスト～ゲストスピーチ・概要説明～ 

富山昭和ライオンズクラブ ライオンズクエスト委員長 石動ライオンより取り組み方

を、また、ライオンズクエストプログラム説明員の喜多埜さんより ライオンズクエスト

の概要を説明していただきました。 

ライオンズクエストプログラムとは？子供たちに「ライフスキル」を学んでもらえるプラ

グラムで、1984 年から世界各国のライオンズクラブが普及活動と地域の学校での実施

を推進しているそうです。 

・人間関係を上手に築くコミュニケーション力 

・自分の感情をコントロールし、ストレスに対処する力 

・責任ある行動を選択する意思決定能力 

・薬物などの悪い誘いに対処する力 

・自分の力を人の役に立てるためのボランティア活動を考え実践する力 

等、上記に示した「ライフスキル」の学習を通して子供の生

きる力を育て、自分や家族、友人を大切にする心と絆と育み

ます。 

プログラムの特徴として、実践型であることと生徒参加型で

あることで、実践校の先生＆生徒の声がまとめてある資料に

目を通すと、なるほど！と納得させられました。 

今年から３年間にわたり、当ライオンズクラブで取り組んで

いきます。現在、準備段階ですが、導入へのステップを一つ

ずつ進め挑戦していきましょう。 

 

 

 

日時：２０１０年７月２０日（火） 

場所：富山第一ホテル 

 

アアククテティィビビテティィ報報告告  ＆＆  例例会会報報告告  

 幹事挨拶 

 
Ｌ．大浦 均 

 

Ｌ．藤川奈緒美 

昨年は、前1Ｒ2Ｚゾ－ン・チェアパ－ソン中村ライオンのアシスタント（地区委員）で 

充実した１年を過ごさせていただきました。今年度はクラブ幹事という事で引き続き大役を仰

せつかり、また忙しい１年になるかと思います。幹事の仕事は、会員全員の活動を、より効果

的に推進し、実現させるための「影」の仕事だと思っております。 

会員全員の「和」を保ち、クラブメンバ－各位のご支援、ご協力を宜しくお願いいたします。 

 
 

富山いきいきライオンズクラブに入会して今年で 5 年になります。春先に会計という役職を依

頼された時、私に出来るのか、安易に引き受けて迷惑をかけるのではないかと不安もありまし

たが、この 5 年間クラブの皆様には本当にお世話になり感謝の思いで引き受けさせていただき

ました。 

仕事の内容は前会計の山口ライオンにとても丁寧に教えて頂き、不安ながらもなんとかここま

では順調？にきていますが、三役として他のクラブの例会等へは残念ながらタイミングが合わ

ずほとんど参加出来ていません。せっかく作って頂いたクラブの名刺もまだ一枚も使っていま

せん。申し訳ない気持ちでいっぱいです。 

これから先もし機会があればせっかくのチャンスと思いぜひ今度こそは名刺をもって他のクラ

ブの方々と交流させて頂けたらと思っています。 

いろいろと皆様方には迷惑をかけることもあるかと思いますがどうぞ温かく見守っていただけ

ると幸いです。 

 会計挨拶 
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